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藻谷  浩介

山
形
大
学
農
学
部
（
山
形
県
鶴
岡
市
）

で
は
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
５
年
間
、「
食

料
自
給
圏
『
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
』

形
成
講
座
」
を
実
施
し
て
き
た
。
ス
マ
ー

ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
構
想
の
提
唱
者
、（
故
）

松
尾
雅
彦
氏
に
よ
る
寄
付
講
座
で
あ
る
。

予
定
期
間
の
終
了
を
受
け
て
こ
の
た

び
、
こ
の
講
座
を
担
当
し
た
研
究
者
諸
氏

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
報
告
会
が
、
一
般
社

団
法
人
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
協
会
の

協
力
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
発
足
当

初
か
ら
最
近
ま
で
十
数
回
に
わ
た
り
本
誌

上
で
も
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、以
下
で
は
、

地
域
振
興
評
論
家
と
し
て
の
筆
者
の
視
点

か
ら
注
目
さ
れ
る
点
を
、
改
め
て
抽
出
し

て
ご
報
告
し
た
い
。

な
お
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
報
告
会
で

の
発
表
を
な
ぞ
っ
て
正
確
を
期
し
た
が
、

事
実
誤
認
等
が
あ
れ
ば
予
め
お
詫
び
し
た

い
。

地
域
に
根
差
し
た 

総
合
大
学
な
ら
で
は
の
取
り
組
み

ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
四
要
素
は
、

耕
畜
連
携
、
農
工
連
携
、
商
工
連
携
、
地

産
地
消
だ
。寄
付
講
座
で
は
そ
の
全
て
に
、

大
学
研
究
者
が
地
域
の
農
家
、加
工
業
者
、

商
業
者
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
だ
。
さ
ら
に
は
、
経
営
学

の
見
地
か
ら
、
コ
ス
ト
面
か

ら
の
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ

ー
、
消
費
者
意
識
か
ら
み
た

市
場
性
な
ど
へ
の
分
析
も
行

な
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
内
容
の
総
合

性
は
、
村
山
秀
樹
学
部
長
も

冒
頭
に
述
べ
て
お
ら
れ
た
が
、
東
北
地
方

で
２
番
目
の
規
模
の
総
合
大
学
で
あ
る
、

山
形
大
学
な
ら
で
は
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
山
岳
地
帯
に
囲
ま
れ
経
済
圏
と

し
て
の
独
立
性
の
高
い
庄
内
地
方
に
あ
っ

て
、
食
文
化
を
市
の
戦
略
に
掲
げ
る
鶴
岡

市
に
立
地
す
る
、
同
大
農
学
部
な
ら
で
は

の
地
域
連
携
力
が
、
存
分
に
発
揮
さ
れ
た

取
り
組
み
と
も
な
っ
て
い
る
。
大
学
の
門

を
開
く
ば
か
り
か
自
ら
外
に
出
て
、
地
域

に
深
く
入
り
込
ん
で
連
携
活
動
を
推
進
さ

れ
た
研
究
者
の
皆
様
に
、
筆
者
も
敬
意
を

表
し
た
い
。

庄
内
の
テ
ロ
ワ
ー
ル
に
合
っ
た 

輪
作
体
系
の
確
立

四
要
素
の
筆
頭
で
あ
り
、
全
体
を
回
す

エ
ン
ジ
ン
と
も
な
る
の
が
耕
畜
連
携
だ
。

山
形
大
学
農
学
部
で
は
、
豚
の
肥
育
を
核

に
据
え
、
飼
料
用
作
物
を
含
め
た
畑
作
物

を
、
ど
の
よ
う
に
輪
作
す
る
の
が
合
理
的

か
、
大
学
の
農
場
を
使
っ
て
研
究
を
進
め

た
。

「
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
形
成
講
座
」
成
果
報
告
会

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
育
成
が
カ
ギ
を
握
る

以
下
は
、
中
坪
あ
ゆ
み
助
教
の
報
告
か

ら
、
筆
者
が
聞
き
取
っ
た
概
要
を
、
筆
者

の
観
点
か
ら
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。

輪
作
の
実
証
実
験
は
、
大
学
附
属
の
農

場
内
の
畑
地
に
、
40
ａ
の
実
証
展
示
圃
を

設
け
て
実
施
さ
れ
た
。

畑
作
物
の
候
補
と
し
て
、
寄
付
者
の

（
故
）
松
尾
雅
彦
氏
が
選
択
し
た
の
が
、

子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
ほ
か
、
大
豆
、
小

麦
、
馬
鈴
薯
で
あ
る
。
後
３
者
は
い
ず
れ

も
加
工
食
品
の
原
料
に
も
な
り
、
保
存
が

利
き
、
か
つ
現
状
の
自
給
率
が
低
い
と
い

う
共
通
点
を
持
つ
。

そ
れ
を
出
発
点
に
、
庄
内
の
気
候
風
土

に
適
し
た
作
物
は
何
か
、
ど
の
作
物
を
ど

う
組
み
合
わ
せ
る
と
土
壌
肥
沃
度
指
数
が

向
上
す
る
の
か
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
つ
つ

５
年
間
取
り
組
ん
だ
。
農
家
の
収
益
性
も

大
事
だ
し
、
ま
た
地
元
に
ど
の
よ
う
な
需

要
先
が
あ
り
、
そ
れ
に
向
け
た
加
工
業
者

が
存
在
す
る
の
か
も
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー

で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
出
来
上
が
っ

て
来
た
方
式
は
、
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
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スマート・テロワールの実践者たち
第 6回

産
地
消
に
よ
る
地
域
内
経
済
循
環
拡
大
の

た
め
に
も
、
畑
作
物
の
加
工
に
よ
る
地
域

内
消
費
の
促
進
は
重
要
で
あ
る
。
山
形
大

学
農
学
部
で
は
、
馬
鈴
薯
、
大
豆
、
小
麦

の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
地
域
の
加
工
業

者
、
商
業
者
と
連
携
を
深
め
、
加
工
食
品

の
開
発
と
販
路
拡
大
に
取
り
組
ん
だ
。

引
き
続
き
、
中
坪
あ
ゆ
み
助
教
の
報
告

か
ら
、
筆
者
が
聞
き
取
っ
た
概
要
を
、
筆

者
の
観
点
か
ら
要
約
し
て
記
す
。

馬
鈴
薯
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
フ
レ

ン
チ
フ
ラ
イ
や
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、
ポ
テ
ト

チ
ッ
プ
な
ど
の
需
要
が
多
い
が
、
庄
内
は

国
内
の
主
産
地
で
は
な
い
た
め
、
そ
れ
ら

の
加
工
業
者
が
い
な
い
。
そ
こ
で
地
域
の

総
菜
店
と
学
校
給
食
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、

月
山
高
原
産
じ
ゃ
が
い
も
１
０
０
％
の

「
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
コ
ロ
ッ
ケ
」

を
開
発
し
た
。
う
ち
２
種
に
は
耕
畜
連
携

の
成
果
で
あ
る
豚

肉
と
ベ
ー
コ
ン

（
後
述
）
を
使
っ

て
い
る
。
ど
う
し

て
も
値
段
は
高
め

だ
が
、
軌
道
に
乗

れ
ば
、
今
後
は
農

家
と
民
間
事
業
者

へ
事
業
を
移
行
さ

せ
て
い
く
と
い

う
。大

豆
は
、
協
力

加
工
業
者
が
豆

大
豆
も
し
く
は
枝
豆
、
秋
小
麦
に
加
え
て

春
小
麦
、
そ
し
て
根
菜
（
赤
か
ぶ
、
大
根
、

人
参
）
と
い
う
循
環
だ
っ
た
。

当
初
案
に
は
な
か
っ
た
枝
豆
は
、「
だ

だ
ち
ゃ
豆
」
と
し
て
全
国
的
な
ブ
ラ
ン
ド

に
な
っ
て
い
る
が
、
連
作
障
害
が
著
し
い

の
で
、
輪
作
に
取
り
入
れ
ら
れ
れ
ば
意
義

は
大
き
い
。
ま
た
春
小
麦
は
、
国
産
小
麦

粉
を
使
っ
た
パ
ン
の
需
要
の
増
大
に
応
え

る
も
の
で
あ
る
。

な
お
馬
鈴
薯
に
関
し
て
は
、
湿
田
由
来

の
低
地
は
栽
培
に
適
さ
ず
、
ま
た
庄
内
平

野
の
低
地
は
高
温
に
過
ぎ
る
た
め
、
主
舞

台
を
月
山
高
原
の
農
家
に
移
し
て
取
り
組

み
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

畑
作
物
を
使
っ
た 

農
工
連
携
・
商
工
連
携

農
家
の
収
益
性
向
上
の
た
め
に
も
、
地

腐
、
醤
油
、
味
噌
に
加
工
し
、
協
力
小
売

店
で
市
販
さ
れ
て
い
る
。

小
麦
は
、
製
麺
用
、
製
パ
ン
用
と
し
て
、

国
内
産
の
需
要
が
急
拡
大
し
て
い
る
分
野

だ
。
庄
内
は
、
全
国
的
に
有
名
な
イ
タ
リ

ア
料
理
店
ア
ル
・
ケ
ッ
チ
ャ
ー
ノ
を
筆
頭

に
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
洋
食
店
が
急
増

し
て
き
た
地
域
で
あ
り
、
ベ
ー
カ
リ
ー
や

ラ
ー
メ
ン
店
も
多
い
。
麦
き
り
と
い
う
郷

土
食
の
麺
も
あ
る
。製
麺
業
者
も
あ
る
が
、

山
形
県
内
で
従
来
生
産
さ
れ
て
き
た
品
種

の
「
ゆ
き
ち
か
ら
」
は
、
た
ん
ぱ
く
質
含

有
量
が
10
％
未
満
で
、
彼
ら
の
需
要
に
応

え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

今
回
の
取
り
組
み
で
は
、
栽
培
方
法
の

工
夫
で
た
ん
ぱ
く
質
含
有
量
を
11
％
と
す

る
こ
と
に
成
功
。
県
内
内
陸
に
あ
る
製
粉

業
者
に
特
注
し
て
庄
内
産
小
麦
粉
を
生
産

し
、
一
部
の
ベ
ー
カ
リ
ー
、
そ
れ
に
酒
田

市
・
鶴
岡
市
そ
れ
ぞ
れ
の
麺
類
飲
食
店
の

組
合
、
そ
れ
に
地
元
ス
ー
パ
ー
２
社
と
連

携
し
、
原
料
庄
内
産
の
製
品
を
開
発
・
市

販
す
る
に
至
っ
た
。

な
お
製
粉
時
の
副
産
物
で
あ
る
ふ
す
ま

は
豚
の
飼
料
に
利
用
さ
れ
、
そ
の
畜
糞
は

堆
肥
と
な
っ
て
畑
に
還
元
さ
れ
て
い
る
。

ス
マ
テ
ロ
実
現
の
ポ
イ
ン
ト 

豚
加
工
品
の
開
発
と
販
路
拡
大

今
回
の
取
り
組
み
の
も
う
一
つ
の
中
核

は
、
畑
作
と
連
携
し
た
豚
の
肥
育
と
、
そ

の
加
工
品
の
生
産
だ
。
山
形
大
学
農
学
部

農学部附属高坂農場の大豆とトウモロコシ（2017年)

庄内産小麦「ゆきちから」を使った製品の一例

味噌の試作品（2017年）
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で
は
、
松
尾
氏
の
寄
付
で
実
験
用
肥
育
豚

舎
を
整
備
し
、
地
域
飼
料
資
源
の
組
み
合

わ
せ
方
を
研
究
し
た
。

以
下
は
、
松
山
裕
城
准
教
授
の
報
告
か

ら
、
筆
者
が
聞
き
取
っ
た
概
要
を
、
筆
者

の
観
点
か
ら
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。

研
究
の
結
果
編
み
出
さ
れ
た
の
は
、
子

実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
36
％
、
規
格
外
の
馬
鈴

薯
（
サ
イ
レ
ー
ジ
）
19
％
、
規
格
外
の
大

豆
４
％
、
ふ
す
ま
９
％
、
そ
れ
に
庄
内
産

以
外
も
含
む
飼
料
用
玄
米
27
％
と
い
う
配

合
だ
。
庄
内
産
で
の
自
給
率
は
、
81
％
に

な
る
と
い
う
。

協
力
農
家
が
こ
の
配
合
で
育
て
、
年
間

80
頭
出
荷
す
る
豚
は
、
鶴
岡
市
に
戦
前
か

ら
立
地
す
る
老
舗
の
東
北
ハ
ム
に
お
い

て
、
庄
内
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
ブ
ラ

ン
ド
の
ハ
ム
、
あ
ら
び
き
ソ
ー
セ
ー
ジ
、

そ
し
て
ベ
ー
コ
ン
に
加
工
さ
れ
、
市
販
さ

れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
馬
鈴
薯
サ
イ
レ
ー
ジ
に
は
、

難
消
化
性
で
ん
ぷ
ん
が
多
く
含
ま
れ
て
お

り
、
小
腸
内
で
消
化
さ
れ
き
ら
ず
に
大
腸

に
到
達
し
て
、
こ
れ
が
大
腸
内
の
細
菌
環

境
の
改
善
を
促
す
と
い
う
。
そ
の
た
め
、

肥
育
速
度
の
増
加
、
脂
質
の
減
少
（
赤
身

肉
の
増
加
）、
糞
尿
内
の
ア
ン
モ
ニ
ア
の

減
少
に
よ
る
悪
臭
の
低
減
、
の
３
つ
の
効

果
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
の
研
究
結
果
が
出

た
。
馬
鈴
薯
は
、
夏
に
高
温
な
庄
内
の
気

候
、
水
分
の
多
い
庄
内
の
低
地
の
土
質
に

は
な
じ
ま
な
い
ほ
か
、
農
家
の
収
益
性
も

低
い
（
後
述
）
と
い
う
問
題
は
あ
る
が
、

ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
実
現
に
向
け

た
素
材
と
し
て
は
、
様
々
な
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
わ
け
だ
。

ま
た
庄
内
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
ブ

ラ
ン
ド
の
肉
加
工
品
の
地
元
で
の
販
路
拡

大
を
図
る
べ
く
、消
費
者
型
官
能
調
査（
消

費
者
に
よ
る
味
へ
の
評
価
）、
分
析
型
官

能
調
査
（
味
覚
の
プ
ロ
に
よ
る
味
へ
の
評

価
）、
う
ま
み
成
分
の
分
析
を
行
な
い
、

市
場
の
嗜
好
に
合
わ
せ
た
製
法
な
ど
を
改

良
し
た
。

こ
の
よ
う
な
努
力
の
結
果
、
ハ
ム
、
あ

ら
び
き
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
ベ
ー
コ
ン
の
販
売

額
は
、
発
売
後
３
年
間
、
順
調
に
増
加
し

て
い
る
。

今
後
は
、
地
域
外
か
ら
の
供
給
に
頼
る

大
豆
粕
や
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
ミ
ー
ル
を
代

替
で
き
る
よ
う
な
、
蛋
白
源
と
な
る
飼
料

の
、
地
域
内
調
達
に
取
り
組
む
予
定
だ
。

そ
の
た
め
に
、
下
水
汚
泥
か
ら
の
分
離
液

を
肥
料
と
す
る
、
高
栄
養
の
飼
料
用
米
生

産
の
研
究
に
着
手
し
て
い
る
。
ま
た
精
肉

用
で
は
な
く
加
工
用
に
適
し
た
、
肉
量
の

多
い
豚
の
品
種
改
良
も
試
み
る
予
定
だ
と

い
う
。

全
国
へ
の
示
唆
に
富
む 

経
営
学
の
見
地
か
ら
の
分
析

今
回
の
報
告
会
で
は
、
前
述
の
通
り
、

経
営
学
の
見
地
か
ら
の
研
究
報
告
も
あ
っ

た
。
大
別
す
れ
ば
、
地
元
消
費
者
の
嗜
好

の
調
査
と
、
地
産
地
消
の
経
済
効
果
の
定

量
計
測
の
２
つ
だ
が
、
全
国
の
農
業
経
営

者
に
広
く
認
識
さ
れ
る
べ
き
結
果
が
出
て

い
る
。

以
下
は
、
桒
原
良
樹
准
教
授
の
報
告
か

ら
、
筆
者
が
聞
き
取
っ
た
概
要
を
、
筆
者

の
観
点
か
ら
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
。

消
費
者
の
嗜
好
の
分
析
で
は
、
ざ
っ
く

り
言
え
ば
以
下
の
よ
う
な
消
費
者
意
識
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

①  

消
費
者
の
８
割
程
度
が
、「
国
内
産
」

の
食
品
を
意
識
し
て
購
入
し
て
い
る
。

②  

し
か
し
加
工
食
品
の
場
合
、「
国
内
産
」

と
は
国
内
メ
ー
カ
ー
の
製
品
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
原
材
料
産
地
は
意
識

さ
れ
て
い
な
い
。

③  「
地
域
産
」
を
意
識
し
て
購
入
し
て
い

る
の
は
、
消
費
者
の
２
割
程
度
で
あ

る
。

④  「
地
域
産
」
に
こ
だ
わ
ら
な
い
消
費
者

は
７
割
弱
存
在
し
て
お
り
、
彼
ら
が

地
域
外
産
を
購
入
す
る
動
機
は
価
格

の
安
さ
で
あ
る
。

ま
た
地
産
地
消
の
経
済
効
果
の
定
量
計

測
で
は
、
以
下
の
３
点
が
結
果
と
し
て
報

告
さ
れ
た
。

Ａ 

生
産
農
家
の
総
合
的
な
収
益
性
を
稲
作

の
場
合
と
比
較
す
る
と
、
大
豆
は
３
倍

近
く
、
小
麦
は
１
・
５
倍
、
子
実
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
は
１
・
２
倍
の
高
さ
と
な
っ

た
。
唯
一
馬
鈴
薯
だ
け
は
、
収
益
性
が

３
割
ほ
ど
下
が
る
結
果
と
な
っ
て
い

る
。

Ｂ 

子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
価
格
を
㎏
13
～

20
円
の
間
に
す
れ
ば
、
生
産
農
家
、
飼

料
配
合
メ
ー
カ
ー
、
共
に
採
算
が
取
れ

る
。

Ｃ 

飼
料
や
加
工
食
品
原
料
の
庄
内
で
の
調

達
率
を
20
～
30
％
ま
で
向
上
さ
せ
る

と
、
豚
肉
、
大
豆
、
小
麦
、
い
ず
れ
で

も
、
農
家
・
加
工
業
者
双
方
の
、
収
益

率
が
向
上
す
る
。

以
上
の
報
告
内
容
に
対
す
る
筆
者
の
感

想
を
述
べ
れ
ば
、
Ａ
～
Ｃ
に
関
し
て
は
、

ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
が
経
営
的
に
無

理
な
く
成
り
立
つ
こ
と
を
実
証
し
た
点

で
、
た
い
へ
ん
に
心
強
い
研
究
成
果
と
い

え
る
だ
ろ
う
。①
～
④
に
関
し
て
は
、少
々

残
念
だ
が
、「
や
は
り
そ
う
か
」
と
い
う

数
字
で
あ
る
。

庄
内
は
、
農
業
生
産
地
と
し
て
、
ま
た

お
い
し
い
飲
食
店
が
集
積
し
て
い
る
場
所

と
し
て
も
、
高
い
ブ
ラ
ン
ド
力
を
持
つ
。

他
所
で
調
査
す
れ
ば
、
③
の
意
識
は
も
っ

と
低
い
だ
ろ
う
。
東
京
や
大
阪
で
あ
れ
ば

ほ
ぼ
皆
無
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
な
研
究
結
果
を
踏
ま
え
て
、

地
産
地
消
の
志
を
持
つ
全
国
の
皆
さ
ま
が

目
指
す
べ
き
は
、
消
費
者
へ
の
食
育
と
い

う
も
の
を
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
意
識
し
て
、

地
元
産
食
材
消
費
の
意
識
を
高
め
て
い
く

こ
と
で
あ
る
。
育
ち
盛
り
の
子
ど
も
に
高

い
食
材
を
少
量
食
べ
さ
せ
る
必
要
は
な
い

が
、
少
し
は
ゆ
と
り
の
あ
る
大
人
で
あ
れ
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ば
、
地
域
食
材
に
も
っ
と
お
金
を
使
い
地

域
内
経
済
循
環
を
拡
大
す
る
こ
と
で
地
域

を
支
え
る
、
と
い
う
意
識
を
も
っ
と
持
っ

て
も
い
い
。
学
校
で
の
食
育
と
、
社
会
的

気
運
の
醸
成
と
、
双
方
が
重
要
だ
。

水
田
の
畑
地
化
に
は
課
題 

長
期
的
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

今
回
の
報
告
内
容
で
は
な
い
が
、
耕
畜

連
携
の
中
の
重
要
な
テ
ー
マ
な
の
で
、
こ

こ
で
水
田
の
畑
地
化
に
つ
い
て
触
れ
て
お

き
た
い
。

山
形
大
学
農
学
部
の
位
置
す
る
庄
内
平

野
は
、
太
古
の
潟
湖
が
陸
地
化
し
た
場
所

で
、日
本
有
数
の
水
田
単
作
地
帯
で
あ
り
、

土
壌
か
ら
の
効
果
的
な
排
水
方
法
の
確
立

が
求
め
ら
れ
る
。

２
０
１
９
年
か
ら
地
元
農
家
と
連
携
し

た
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
と
聞
く

が
、
農
業
土
木
の
世
界
で
あ
り
、
建
機
や

資
材
を
提
供
で
き
る
建
設
業
者
ほ
か
と
の

連
携
が
カ
ギ
と
な
り
そ
う
だ
。
加
工
分
野

に
お
け
る
東
北
ハ
ム
の
よ
う
な
、
新
た
な

協
力
企
業
が
出
て
く
れ
ば
状
況
は
大
き
く

進
展
す
る
と
思
う
が
、
い
か
が
な
も
の
だ

ろ
う
か
。

ま
た
庄
内
に
は
、
太
古
に
湖
底
だ
っ
た

低
地
部
分
以
外
に
、
山
裾
の
傾
斜
地
の
水

田
や
、
潟
湖
と
海
の
間
に
形
成
さ
れ
て
い

た
砂
丘
（
微
高
地
と
な
っ
て
い
る
）
を
水

田
に
し
た
部
分
も
あ
る
。
大
局
的
に
は
、

排
水
し
や
す
い
後
２
者
を
先
に
畑
地
化

し
、
稲
作
は
低
地
に
集
約
し
て
い
く
の
が

理
想
で
あ
り
、
個
人
地
権
者
を
調
整
し
て

長
期
的
に
そ
の
よ
う
な
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
実
現
し
て
い
く
視
点
が
必
要
だ
。
大

学
だ
け
の
手
に
は
余
る
事
業
だ
が
、
ぜ
ひ

推
進
母
体
の
一
つ
と
し
て
活
動
を
続
け
て

い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
。

寄
付
講
座
終
了
後
も
続
く 

山
形
大
学
農
学
部
の
挑
戦

松
尾
雅
彦
氏
の
寄
付
に
よ
る
講
座
は
５

年
間
で
期
間
満
了
と
な
っ
た
。
し
か
し
山

形
大
学
農
学
部
で
は
今
年
か
ら
、「
庄
内

ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
構
築
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
第
２
ス
テ
ー
ジ
」に
着
手
し
て
い
る
。

以
下
は
浦
川
修
司
教
授
の
総
括
報
告
か

ら
の
聞
き
書
き
で
あ
る
が
、
21
～
23
年
度

に
関
し
て
は
、「
地
域
産
飼
料
資
源
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
」
を
掲
げ
て
、

Ｊ
Ｒ
Ａ
の
畜
産
振
興
事
業
の
補
助
金
を
獲

得
し
た
。
農
機
購
入
な
ど
に
つ
い
て
不
足

す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関
連

の
補
助
金
獲
得
を
目
指
す
と
と
も
に
、
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
行
な
う
予
定

で
あ
る
。

ま
た
21
年
５
月
に
は
、
新
た
に
「
庄
内

ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
構
築
協
議
会
」

が
設
立
さ
れ
た
。
農
学
部
長
を
会
長
、
鶴

岡
市
長
と
東
北
ハ
ム
社
長
を
副
会
長
、
地

域
ス
ー
パ
ー
の
経
営
者
を
監
事
に
し
た
団

体
で
あ
り
、
そ
の
下
に
農
家
や
加
工
メ
ー

カ
ー
を
含
む
畜
肉
チ
ー
ム
、小
麦
チ
ー
ム
、

大
豆
チ
ー
ム
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
開
発

商
品
の
広
報
や
ブ
ラ
ン
ド
管
理
も
行
な
う

と
い
う
。

以
上
の
よ
う
な
実
績
と
今
後
の
計
画
を

ど
う
見
る
か
、
最
後
に
筆
者
個
人
の
コ
メ

ン
ト
を
書
く
こ
と
と
し
よ
う
。

ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
は
、
地
域
自

給
圏
の
確
立
と
い
う
壮
大
な
目
標
を
掲
げ

た
取
り
組
み
で
あ
る
。
そ
の
壮
大
さ
を
前

に
す
れ
ば
、
報
告
さ
れ
た
内
容
に
は
、
掘

り
下
げ
や
展
開
の
足
り
な
い
と
感
じ
ら
れ

る
部
分
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
大
学
の
保
有
す
る
資
金
や
物
的
資

源
は
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
個
々
の

研
究
者
の
目
指
す
研
究
業
績
と
、
連
携
先

で
あ
る
地
域
の
様
々
な
主
体
の
動
機
は
、

常
に
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。

そ
ん
な
中
で
、
需
要
側
ま
で
含
め
た
地

域
全
体
で
の
物
質
循
環
と
経
済
循
環
を
、

大
学
が
主
導
し
て
起
こ
す
と
い
う
山
形
大

学
農
学
部
の
実
践
の
よ
う
な
例
は
、
寡
聞

に
し
て
こ
れ
ま
で
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ

た
。
地
域
振
興
分
野
に
多
年
身
を
置
く
筆

者
と
し
て
は
、「
よ
く
ぞ
こ
こ
ま
で
」
と

い
う
感
想
を
持
っ
た
。

成
果
報
告
で
は
語
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

地
域
の
様
々
な
利
害
関
係
者
を
つ
な
い
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
と
い
う
作
業

は
、
中
核
と
な
っ
た
若
手
研
究
者
に
と
っ

て
、
真
に
骨
の
折
れ
る
も
の
だ
っ
た
に
違

い
な
い
。
従
っ
て
今
後
の
こ
の
事
業
の
カ

ギ
を
握
る
の
は
、
研
究
の
実
際
、
農
業
の

現
場
、
加
工
の
現
実
、
販
売
の
事
情
、
消

費
者
の
感
性
を
そ
れ
ぞ
れ
に
理
解
し
つ

つ
、
全
体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
で
き
る

人
材
を
、で
き
れ
ば
地
域
内
か
ら
確
保
し
、

育
て
て
い
け
る
か
ど
う
か
だ
。
そ
の
人
件

費
（
人
材
で
は
な
く
）
に
つ
い
て
、
地
域

金
融
機
関
の
協
力
な
ど
は
あ
り
え
な
い
の

だ
ろ
う
か
。

米
国
で
は
、
大
学
の
農
学
部
が
、
農
産

地
の
技
術
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
核
と

し
て
機
能
し
て
い
る
。
し
か
し
、
大
企
業

や
卒
業
生
か
ら
の
多
額
の
寄
付
を
使
え
る

米
国
の
大
学
と
、
日
本
の
国
立
大
学
法
人

で
は
、
あ
ま
り
に
規
模
や
し
つ
ら
え
が
異

な
る
。

だ
が
日
本
に
は
、
特
に
庄
内
に
は
、
米

国
に
は
な
い
非
常
に
高
品
質
の
食
材
の
、

供
給
者
と
需
要
者
が
あ

り
、
そ
の
間
を
つ
な
ぐ

加
工
事
業
者
と
商
業
者

が
あ
り
、
食
文
化
を
地

域
の
最
大
の
資
源
と
し

て
盛
り
上
げ
て
い
こ
う

と
考
え
る
行
政
や
住
民

が
い
る
。
そ
の
よ
う
な

中
か
ら
出
て
き
た
草
の

根
の
地
産
地
消
の
取
り

組
み
が
、
い
つ
か
世
の

中
を
大
き
く
変
え
て
い

く
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。

「変貌する農協（仮）」をテーマに北海道のJAところ、
静岡のJAみっかびの先進的な取り組みを紹介する。
お申込みは st88@nagai-inc.onlineに空メールを送信。
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